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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期
第３四半期
連結累計期間

第28期

会計期間
自平成28年11月１日
至平成29年７月31日

自平成27年11月１日
至平成28年10月31日

売上高 （千円） 28,023,060 34,063,698

経常利益 （千円） 2,796,765 2,063,834

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 1,690,148 1,187,197

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,706,308 1,203,856

純資産額 （千円） 9,046,703 6,483,819

総資産額 （千円） 27,101,574 23,642,888

１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 418.99 295.15

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 418.28 －

自己資本比率 （％） 33.4 27.4

 

回次  
第29期
第３四半期
連結会計期間

会計期間  
自平成29年５月１日
至平成29年７月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 44.56

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第28期では新株予約権の残高はあります

が、当社株式は期中を通じて非上場であったため、期中平均株価が把握できませんので、記載しておりませ

ん。また、第29期第３四半期連結累計期間では、当社株式は平成29年７月20日に東京証券取引所市場第二部

に上場しており、新規上場日から第３四半期連結累計期間の末日までの平均株価を期中平均株価とみなして

算定しております。

４．当社は、第28期第３四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第28期第３

四半期連結累計期間及び第28期第３四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

５．平成29年３月14日開催の取締役会決議により、平成29年５月26日付で普通株式１株につき50株の株式分割を

行っておりますが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）

純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定しております。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

EDINET提出書類

株式会社ジェイ・エス・ビー(E25148)

四半期報告書

 3/18



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　　　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は平成29年６月14日提出の有価証券届出書に

記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。なお、当社は、前第３四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していない

ため、前年同四半期連結累計期間との比較分析は行っておりません。

（1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や金融緩和政策を背景に、企業収益や雇

用・所得環境は改善傾向となり、緩やかな回復基調であったものの、海外における不安定な政治動向、地政学リ

スクの高まりによる影響懸念等もあり、依然として先行きの不透明な状況が続いております。

　このような環境の中で、当社グループの主力事業である不動産賃貸管理事業では、管理戸数の堅調な増加に伴

い、当社グループが提供する各種賃貸管理サービス売上も順調に推移しております。

　また、近年、当社グループでは、食事面にも配慮した住環境の充実を目指す「食事付き学生マンション」の開

発に特に力を入れており、当第３四半期では、大学のオープンキャンパスに時期を合わせた試食・現地見学会を

企画するなど、来春の入居希望者を対象とした取り組みも積極的に進めております。

　高齢者住宅事業においては、前連結会計年度に採算性の低い高齢者住宅施設の整理を実施し、既存施設におい

ては入居率の向上、介護サービスの拡充を図るとともにコスト面や運営体制の見直し等に取り組んできた結果、

事業収益は順調に推移いたしました。今後も更なる改善を図り強固な収益基盤の確立に努めてまいります。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間における連結売上高は28,023百万円、経常利益は2,796百万円となり、

親会社株主に帰属する四半期純利益は1,690百万円となりました。

　なお、当社グループの主力事業である不動産賃貸管理事業において、賃貸入居需要の繁忙期である第２四半期

連結会計期間に新規契約数が増加することから、業績は季節的に変動し、売上高は上期、特に第２四半期連結会

計期間の割合が大きく、営業利益につきましても第２四半期連結会計期間に偏在する傾向があります。

セグメント別の状況については、以下のとおりです。

① 不動産賃貸管理事業

物件管理戸数の増加や高水準の入居率が推移したことに伴い、学生マンションの家賃収入をはじめ、各種不

動産賃貸関連サービス収入が順調に推移する一方、来春の入居者を対象とした広告宣伝活動にも積極的に取り

組んでまいりました。その結果、売上高26,337百万円、セグメント利益3,765百万円となりました。

② 不動産販売事業

当第３四半期連結累計期間におきましては、新規物件の仕入は行わず、既存の所有不動産の売却を行うとと

もに不動産売買の仲介業務に注力いたしました。その結果、売上高182百万円、セグメント利益41百万円とな

りました。

③ 高齢者住宅事業

前連結会計年度における事業譲渡に伴う採算性の改善や、入居率の向上や介護サービスの拡充等、既存施設

における収益基盤の強化に努めてまいりました。その結果、売上高1,225百万円、セグメント利益95百万円と

なりました。

④ その他

当第３四半期連結累計期間におきましては、学生向けの企業説明会や就職セミナー情報の提供を通じた各種

支援サービスの提供と、外国人留学生向けの日本語学校の運営に加え、留学生専門部署の開設準備等を進めて

まいりました。その結果、売上高277百万円、セグメント損失25百万円となりました。

（2）財政状態に関する分析

　当第３四半期連結会計期間末の資産合計は27,101百万円となり、前連結会計年度末の23,642百万円から3,458百

万円の増加（前期末比14.6％増）となりました。

① 流動資産

流動資産につきましては、9,681百万円となり、前連結会計年度末の7,283百万円から2,397百万円の増加

（前期末比32.9％増）となりました。これは、主として現金及び預金が2,338百万円増加したことによるも

のであります。

② 固定資産

固定資産につきましては、17,420百万円となり、前連結会計年度末の16,359百万円から1,060百万円の増

加（前期末比6.5％増）となりました。これは、主として有形固定資産が1,203百万円増加したことによるも

のであります。
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③ 流動負債

流動負債につきましては、6,746百万円となり、前連結会計年度末の6,853百万円から107百万円の減少

（前期末比1.6％減）となりました。これは、主として前受収益の増加300百万円、１年内返済予定の長期借

入金の減少384百万円によるものであります。

④ 固定負債

固定負債につきましては、11,308百万円となり、前連結会計年度末の10,305百万円から1,003百万円の増

加（前期末比9.7％増）となりました。これは、主として長期借入金が1,020百万円増加したことによるもの

であります。

⑤ 純資産

純資産につきましては、9,046百万円となり、前連結会計年度末の6,483百万円から2,562百万円の増加

（前期末比39.5％増）となりました。これは、新規株式上場に伴う増資により資本金が493百万円及び資本

剰余金が493百万円増加したこと、利益剰余金の増加1,559百万円によるものであります。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,148,000

計 16,148,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成29年７月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年９月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,370,500 4,438,100
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 4,370,500 4,438,100 － －

　（注）１．当社株式は平成29年７月20日に、東京証券取引所市場第二部に上場しております。

　　　２．平成29年８月15日を払込期日とする有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三
者割当増資）により、発行済株式総数が67,600株、資本金及び資本準備金がそれぞれ100,048千円増加して
おります。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。
 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。
 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。
 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成29年５月26日

（注）１．
3,956,260 4,037,000 － 1,133,036 － 1,013,036

平成29年７月19日

（注）２．
333,500 4,370,500 493,580 1,626,616 493,580 1,506,616

（注）１．株式分割（１：50）によるものであります。

　　　２．有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）

発行価格           3,200円

発行価額           2,960円

資本組入額         1,480円

払込金額の総額     987,160千円

　　　３．平成29年８月15日を払込期日とする有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者
割当増資）により、発行済株式総数が67,600株、資本金及び資本準備金がそれぞれ100,048千円増加しており
ます。
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（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年５月26日（臨時株主総会開催日））に基づく株主名簿に

よる記載をしております。

①【発行済株式】

平成29年７月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　　 19,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 4,017,500 40,175 －

単元未満株式 普通株式　　　　500 － －

発行済株式総数 4,037,000 － －

総株主の議決権 － 40,175 －

（注）平成29年７月19日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株式の発行を
行ったことに伴い、普通株式が333,500株増加し、発行済株式総数は4,370,500株となりました。また、平成29年８
月15日を払込期日とするオーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連した第三者割当増資による新株式
の発行を行ったことに伴い、普通株式が67,600株増加し、発行済株式総数は4,438,100株となりました。

②【自己株式等】

平成29年７月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

㈱ジェイ・エス・ビー
京都市下京区因幡堂町655

番地
19,000 － 19,000 0.47

計 － 19,000 － 19,000 0.47

 

２【役員の状況】

　　　　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

なお、当四半期報告書は、第３四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年５月１日から平

成29年７月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年11月１日から平成29年７月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年７月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,450,183 7,788,615

営業未収入金 355,236 427,938

販売用不動産 709,685 574,339

その他のたな卸資産 99,553 115,373

繰延税金資産 237,039 304,221

その他 433,297 472,258

貸倒引当金 △1,197 △1,174

流動資産合計 7,283,799 9,681,573

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,844,605 8,977,034

土地 4,035,644 4,629,486

その他（純額） 746,376 223,325

有形固定資産合計 12,626,626 13,829,846

無形固定資産 125,108 206,705

投資その他の資産   

敷金及び保証金 2,461,964 2,495,248

その他 1,273,044 1,016,193

貸倒引当金 △127,653 △127,993

投資その他の資産合計 3,607,354 3,383,448

固定資産合計 16,359,089 17,420,000

資産合計 23,642,888 27,101,574

負債の部   

流動負債   

営業未払金 280,306 283,946

短期借入金 255,000 66,000

1年内償還予定の社債 101,440 91,440

1年内返済予定の長期借入金 1,369,843 985,203

未払法人税等 469,193 760,046

賞与引当金 177,035 97,508

前受金及び営業預り金 3,103,010 3,105,368

前受収益 524,088 824,703

その他 573,478 531,818

流動負債合計 6,853,395 6,746,035

固定負債   

社債 254,240 213,520

長期借入金 7,619,542 8,640,399

退職給付に係る負債 173,517 187,477

長期預り敷金保証金 2,116,462 2,143,051

資産除去債務 36,930 37,018

その他 104,980 87,369

固定負債合計 10,305,674 11,308,836

負債合計 17,159,069 18,054,871
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年７月31日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,133,036 1,626,616

資本剰余金 1,013,036 1,506,616

利益剰余金 4,189,665 5,749,228

自己株式 △21,074 △21,074

株主資本合計 6,314,662 8,861,386

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 187,395 210,768

繰延ヘッジ損益 △2,158 △4,877

退職給付に係る調整累計額 △16,080 △20,574

その他の包括利益累計額合計 169,156 185,316

純資産合計 6,483,819 9,046,703

負債純資産合計 23,642,888 27,101,574

 

EDINET提出書類

株式会社ジェイ・エス・ビー(E25148)

四半期報告書

11/18



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年11月１日
　至　平成29年７月31日)

売上高 28,023,060

売上原価 23,154,251

売上総利益 4,868,808

販売費及び一般管理費 1,953,671

営業利益 2,915,136

営業外収益  

受取利息及び配当金 11,922

受取手数料 6,392

貸倒引当金戻入額 8,775

その他 14,469

営業外収益合計 41,560

営業外費用  

支払利息 98,986

資金調達費用 2,675

株式公開費用 44,113

その他 14,156

営業外費用合計 159,932

経常利益 2,796,765

特別損失  

固定資産除却損 12,892

投資有価証券売却損 10,864

特別損失合計 23,756

税金等調整前四半期純利益 2,773,008

法人税、住民税及び事業税 1,160,185

法人税等調整額 △77,325

法人税等合計 1,082,859

四半期純利益 1,690,148

非支配株主に帰属する四半期純利益 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,690,148
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年11月１日
　至　平成29年７月31日)

四半期純利益 1,690,148

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 23,373

繰延ヘッジ損益 △2,719

退職給付に係る調整額 △4,493

その他の包括利益合計 16,160

四半期包括利益 1,706,308

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 1,706,308

非支配株主に係る四半期包括利益 －
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【注記事項】

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間（自　平成28年11月１日　至　平成29年７月31日）

売上高の季節的変動

　当社グループの主力事業である不動産賃貸管理事業において、賃貸入居需要の繁忙期である第２四半期連結会

計期間に新規契約件数が増加することから、業績は季節的に変動し、売上高は上期、特に第２四半期連結会計期

間の割合が大きく、営業利益につきましても第２四半期連結会計期間に偏在する傾向があります。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自 平成28年11月１日
至 平成29年７月31日）

減価償却費 459,807千円

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結累計期間（自　平成28年11月１日　至　平成29年７月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年12月14日

取締役会
普通株式 130,585 1,625.00 平成28年10月31日 平成29年１月30日 利益剰余金

（注）当社は、平成29年５月26日付で普通株式１株につき50株の株式分割を行っております。上記の１株当たり配当額に

ついては、当該株式分割前の金額を記載しております。

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の金額の著しい変動

当社は、平成29年７月20日付で東京証券取引所市場第二部に上場いたしました。当社は上場にあたり、平

成29年７月19日を払込期日とする公募増資により、発行済株式数が333,500株、資本金及び資本剰余金がそ

れぞれ493,580千円増加いたしました。この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が1,626,616

千円、資本剰余金が1,506,616千円となっております。
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（セグメント情報等）

当第３四半期連結累計期間（自　平成28年11月１日　至　平成29年７月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）1
合計

調整額

（注）2

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）3
 

不動産

賃貸管理事業

不動産

販売事業

高齢者

住宅事業
計

売上高         

外部顧客への売上高 26,337,332 182,783 1,225,154 27,745,270 277,790 28,023,060 - 28,023,060

セグメント間の内部

売上高又は振替高
42,524 - - 42,524 14,884 57,409 △57,409 -

計 26,379,857 182,783 1,225,154 27,787,795 292,675 28,080,470 △57,409 28,023,060

セグメント利益又は

損失(△)
3,765,107 41,968 95,397 3,902,473 △25,913 3,876,560 △961,423 2,915,136

　（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、学生支援サービス及び日本語学校

事業等を含んでおります。

　　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△961,423千円は、各報告セグメントに配分していない一般管理費

であります。

　　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年11月１日
至　平成29年７月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 418円99銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 1,690,148

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（千円）
1,690,148

普通株式の期中平均株式数（株） 4,033,881

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 418円28銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千円） －

普通株式増加数（株） 6,848

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの

概要

－

　（注）１．当社株式は平成29年７月20日に東京証券取引所市場第二部に上場しております。潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益金額の計算においては、新規上場日から第３四半期連結累計期間の末日までの平均株価を期中

平均株価とみなして算定しております。

２．当社は、平成29年５月26日付で普通株式１株につき50株の株式分割を行っております。期首に当該株式分割

が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定

しております。
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（重要な後発事象）

（新株の発行）

　当社は、平成29年６月14日及び平成29年６月28日開催の当社取締役会において、三菱ＵＦＪモルガン・スタン

レー証券株式会社が行ったオーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連して、同社を割当先とする第

三者割当増資による新株式の発行を次のとおり決議し、平成29年８月15日に払込みが完了いたしました。

（1）発行する株式の種類及び数　　　　　　　普通株式　　67,600株

（2）割当価格　　　　　　　　　　　　　　　１株につき　2,960.00円

（3）資本組入額　　　　　　　　　　　　　　１株につき　1,480.00円

（4）割当価格の総額　　　　　　　　　　　　200,096,000円

（5）資本組入額の総額　　　　　　　　　　　100,048,000円

（6）払込期日　　　　　　　　　　　　　　　平成29年８月15日

（7）割当先　　　　　　　　　　　　　　　　三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社

（8）資金の使途　　　　　　　　　　　　　　賃貸用不動産取得及び基幹システム刷新のための設備投資

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年９月８日

株式会社ジェイ・エス・ビー

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 尾仲　伸之　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 岩淵　貴史　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジェ

イ・エス・ビーの平成28年11月１日から平成29年10月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年５月

１日から平成29年７月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年11月１日から平成29年７月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジェイ・エス・ビー及び連結子会社の平成29年７月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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